
第
二
節

寛
政
の
改
革
と

兵
庫
津
商
業

近
世
後
期
の
兵
庫
津

兵
庫
津
商
業
の
展
開

覧
政
改
革
の
基
調
は
、
財
政
難
を
解
決
す
る
た
め
の
農
村
復
興
政
策
で
あ
っ
た
が
、
当
萌
す
る
問
題
と
し

て
物
価
や
貨
幣
・
金
融
政
策
も
実
施
さ
れ
た
。
寛
政
ニ
年
（
一
七
九
O
）、

田
沼
期
に
作
ら
れ
た
定
位
銀
貨

の
二
朱
銀
（
従
来
銀
貨
は
重
さ
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

秤
で
目
方
を
金
っ
て
用
い
る
制
作
品
具
貨
幣
で
あ
っ
た
が
、
定
位
金
貨
の
ニ
朱
と
向
価
値
の

西
日
本
の
代
官
を
通
じ
て
主
に
農
村
に
貸
し
付
け
、

計
数
貨
幣
と
し
て
造
ら
れ
た
）
の
鋳
造
を
再
開
し
、

そ
の
復
興
を
計
る
と
と

も
に
、
利
益
を
得
ょ
う
と
し
た
。

ま
た
同
年
物
価
引
下
げ
令
を
出
し
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
の
問
屋
に
仲
間
商
売
の
状
況
を
報
告
さ
せ
、
続
い
て
約
四

O
年
前
の

宝
踏
期
と
最
近
数
カ
年
の
諸
商
口
聞
の
仕
入
れ
値
や
売
値
、
仕
入
れ
先
、
販
売
先
な
ど
を
調
査
し
、
商
品
の
値
下
げ
を
強
制
し
た
。

こ
の
調
査
の
結
果
、
た
と
え
ば
灯
油
の
場
合
、
江
戸
で
の
高
値
の
原
因
は
、
原
料
と
な
る
菜
穏
・
綿
突
を
扱
う
大
坂
穏
物
問

監
の
仕
入
れ
方
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
た
幕
府
は
、
翌
寛
政
一
一
一
年
七
月
、
中
国
地
方
の
安
芸
・
周
防
・
長
門
・
出
雲
・
居
眠
・

伯
者
・
五
見
・
世
一
大
作
・
穏
岐
の
九
カ
国
に
悶
波
・
大
隅
・
壱
岐
・
対
馬
を
加
え
た
一
一
一
一
カ
国
の
菜
種
の
大
坂
廻
送
を
差
し
止
め
、
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こ
れ
ら
の
国
々
の
菜
種
は
、
新
し
く
兵
庫
津
に
設
立
さ
せ
る
引
受
部
屋
に
扱
わ
せ
、
兵
庫
の
引
受
問
屋
に
は
、
集
荷
の
た
め
由
民

世近

人
力
に
よ
る
絞
油
業
者
に
限
っ
て
買
い
入
れ
さ

い
注
文
を
出
し
、
仕
入
れ
銀
の
前
貸
な
ど
も
さ
せ
る
よ
う
に
し
、
そ
の
菜
種
を
、
西
宮
J
灘
日

1
兵
庫
関
に
存
在
す
る
水
車
や

絞
り
油
は
江
戸
へ
直
迭
し
よ
う
と
も
、
大
坂
の
山
山
油
屋
へ
送
ろ
う
と
も
自

際史意詰直

近世後郊の兵隊~It第二節

由
と
改
め
た
。
こ
う
し
て
寛
政
改
革
の
閣
に
、
幕
府
の
大
坂
問
屋
に
対
す
る

見
直
し
が
な
さ
れ
、
物
価
引
下
げ
の
た
め
に
は
発
展
す
る
西
摂
農
村
や
兵
庫

津
、
な
掌
撰
判
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

天保2年奉納兵庫J$l'rj1船絵馬

し
か
し
大
坂
両
種
物
問
屋
仲
間
は
敏
速
に
こ
の
事
態
に
対
応
し
、
兵
庫
浮

に
設
立
さ
れ
る
二
軒
の
菜
種
問
屋
に
出
資
し
た
。
寛
政
九
年

月
の
大
坂
両

種
物
問
麗
仲
間
一
一
一
六
軒
の
申
合
せ
で
は
、
仲
間
の
年
行
司

人
と
問
屋
二
人

ず
つ
が
毎
月
交
代
で
兵
庫
に
下
り
、
兵
庫
菜
種
問
屋
の
業
務
止
を
監
督
し
、
そ

の
ね
銭
は
一
一
一
八
分
し
、
一
一
分
を
兵
庫
の
北
関
監
権
右
衛
門
に
与
え
、
残
額
を

大
坂
両
極
物
問
震
で
平
等
に
配
分
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と

写真 113

兵
庫
津
の
新
菜
種
問
屋
は
名
目
は
兵
庫
商
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
大

坂
両
積
物
問
屋
の
出
店
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
意
図
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
後
幕
府
は
、

再
び
大
坂
を
震
視
す
る
政
策
に
転
換
し
、

文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
八
月
兵
庫
菜
種
間
麗
や
西
宮
灘
間
江
戸
直
顧
問
屋
を
停
止
さ
せ
、
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そ
れ
ま
で
兵
庫
菜
種
問
屋
へ
送
っ
て
き
た

カ
闘
の
菜
種
も
大
坂
の
問
屋
へ
送
ら
せ
、
近
郊
の
絞
油
業
者
の
油
も
、
自
給
以

外
は
少
設
で
も
大
坂
油
問
屋
へ
売
る
よ
う
に
命
じ
た
。

ま
た
、
商
取
引
も
幕
府
の
諸
統
制
に
よ
っ
て
、
総
々
の
制
約
を
受
け
て
い

依
物
統
制
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
幕

出
川
が
、
長
崎
貿
易
で
銀
の
流
出
を
避
け
る
た
め
、

銀
に
代
わ
る
輸
出
品
と
し
て
俵
物
（
煎
ナ
マ
コ
－
千
し
ア
ワ
ビ
・
昆
布
な
ど
の
俵

詰
め
）
を
採
り
上
、
げ
、

長
崎
俵
物
一
手
静
岡
け
方
問
屋
が
、
各
地
の
下
請
け
問
麗
へ
前
貸
銀
を
渡
し
て
集
荷
す
る
と
い
う
独
占
集

荷
体
制
を
し
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
購
入
価
格
と
売
渡
し
価
格
が
引
き
合
わ
な
く
な
っ
て
、
各
地
集
荷
問
屋
へ
の

米
払
い
が
増
加
し
、
集
荷
問
屋
は
江
戸
や
大
坂
な
ど
俵
物
師
格
の
高
い
所
へ
売
る
よ
う
に
な
っ
た
。

幕
府
は
天
mm
五
年
（
一
七

八
五
）
こ
の
方
法
を
や
め
、

長
崎
会
所
に
よ
る
直
接
購
入
に
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、

下
請
け
問
屋
ら
の
自
由
売
買
を
禁
じ
、

献
上
品
以
外
は
す
べ
て
長
崎
会
所
へ
売
り
渡
す
こ
と
を
命
じ
た
。

そ
れ
で
も
俵
物
の
筏
売
買
の
動
き
は
根
強
く
、

寛
政
九
年
に
は
大
坂
一
ニ
郷
で
俵
物
の
買
い
凶
い
が
あ
り
、
文
化
九
年
（
一
八

一
）
に
も
大
坂
の
料
理
屋
・
煮
売
り
屋
・
魚
屋
な
ど
で
、

日
常
の
魚
に
取
り
混
ぜ
て
煎
ナ
マ
コ
や
一
十
ア
ワ
ど
が
出
さ
れ
た
り

し
て
い
た
。

兵
庫
津
の
問
屋
貝
麗
伊
左
衛
門
は
、
萩
藩
に
よ
っ
て
俵
物
生
産
甜
と
し
て
把
擬
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
長
門
諮
浦
の
漁
民
を
前

貸
し
に
よ
っ
て
掌
握
し
、
長
門
国
大
津
郡
大
浦
（
山
口
県
油
谷
町
）
の
漁
民
を
現
地
買
い
集
め
人
、
浦
年
寄
を
責
任
者
と
し
て
、

ア
ワ
ビ
を
集
荷
し
兵
庫
津
に
輪
送
さ
せ
た
。
そ
の
総
額
は
文
化
二
年
か
ら
同
六
年
ま
で
銀
六
三
八
五
貫
匁
余
と
な
り
、
長
門

の
側
も
生
ア
ワ
ビ
一
貫
目
を
漁
民
か
ら
平
均
二
匁
ニ
分
で
買
い
取
り
、
兵
屋
へ
は
平
均
五
匁
五
分
で
売
り
渡
し
、
利
益
銀
二
一

武
じ

O
匁
余
を
得
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
生
ア
ワ
ビ
売
買
組
織
は
文
化
六
年
大
塚
町
奉
行
所
に
摘
発
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
処
罰
さ
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れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
以
後
、
問
屋
が
と
く
に
経
営
を
維
持
し
、
集
荷
を
増
加
さ
せ
る
た
め
取
っ
た
方
法
の

つ
は
、

の
よ
う
に
前
一

貸
し
を
す
る
こ
と
で
あ
つ

北
風
荘
右
衛
門
も
各
地
で
前
貸
し
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
保
一
一

（
一
八
一
一
一
二
）
一
月
加

質
問
宮
腰
部
（
金
沢
市
金
石
町
）
の
銭
慶
喜
太
郎
へ
の
前
貸
し
の
場
合
は
、
貸
付
金
は
銀
七
貫
日
、
月

正
月
）
の
割
合
の
利

歩

予
を
加
え
、
詰
求
あ
り
次
第
一
克
利
を
必
ず
返
済
す
る
と
し
て
い
る
。
貸
出
割
合
は
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
貨
物
の
時
仰
の
六
O
J

七
O
M月
と
し
、
返
済
期
日
は
定
め
て
い
な
い
。
貨
物
が
送
ら
れ
て
き
て
か
ら
決
済
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

北
前
般
の

縫
営

近
陸
中
期
以
降
、
廼
船
を
利
用
し
て
町
民
街
路
い
を
行
う
問
屋
の
活
動
は
活
発
と
な
り
、
山
良
和
船
の
な
か
で
も
急

速
に
多
く
な
っ
た
の
は
、
北
前
船
で
あ
る
。
北
前
船
は
北
鴎
を
周
航
し
て
大
援
に
至
る
買
積
船
で
、
当
時
蝦
夷

地
と
い
わ
れ
た
北
海
道
ま
で
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い

兵
庫
に
は
冬
期
北
国
船
を
間
っ
て
説
く
浜
場
が
舷
保
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
北
前
船
の
柱
来
も
頻
繁
で
あ
っ

兵
出
陣
津
の
寓
裕
な
商
人
も
、
資
積
船
や
北
前
船
の
経
営
に
采
り
出
し
始
め
た
。

し
か
し
北
前
船
の
経
営
は
難
破
な
ど
の
危
険

近Ut後期の兵w津

が
あ
り
、
船
の
建
造
は
も
ち
ろ
ん
積
荷
の
鱗
入
な
ど
に
も
莫
大
な
資
本
を
必
要
と
し

そ
の
た
め
北
前
船
経
営
に
は
単
独
出

資
を
せ
ず
、
資
本
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。
北
風
荘
右
衛
門
の
場
合
も
党
政
八
年
に
泰
久
丸
・
永
昌
丸
・
永

宝
丸
・
永
久
丸
・
持
闘
丸
な
ど
六
隻
の
廻
船
も
し
く
は
北
部
船
を
持
ち
、
そ
の
他
船
顕
名
義
と
し
た
持
船
も
若
干
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
の
廻
船
に
出
資
金
を
募
っ
て
お
り
、
こ
の
年
泰
久
丸
の
出
資
者
の
一
人
泉
農
弥
兵
衛
は
、
出
資
の
加
入
を
や
め
、
加

第二節

入
銀
、
を
荘
右
衛
門
か
ら
遮
済
さ
れ
て
い
る
。

荘
右
衛
門
は
そ
の
持
船
で
買
額
商
い
を
行
い
、
問
屋
の
応
方
と
は
別
に
利
誌
を
計
っ
た
が
、

EM方
に
貸
し
て
運
営
さ
せ
る
こ
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と
も
し
た
。
寛
政
八
年
に
は
ニ
般
を
応
方
に
貸
し
、
荘
右
衛
門
他
人
の
会
計
に
、

店
方
か
ら
利
誌
の
一
部
銀
間
賞
闘
が
使
用
料
と
し
て
入
金
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

工
楽
松
右
衛
門
も
廻
船
業
者
と
し
て
活
躍
し
た
一
人
で
あ
る
。
松
右
衛

北風荘お衛門羽総仕切状

門
は
克
保
一
一
一
年
（
一
七
回
一
ニ
）
高
砂
町
の
直
乗
船
頭
の
家
に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
兵

庫
に
出
て
佐
比
江
町
の
船
持
ち
御
影
監
平
兵
衛
に
奉
公
し
、
自
ら
船
乗
り
と
な
っ

て
働
い
た
。
石
見
国
浜
田
外
浦
（
島
根
県
浜
町
市
）
清
水
屋
の
客
船
帳
に
、
安
永
六

年
（
一
七
七
七
）
入
津
の
八
幡
丸
、
向
八
年
の
春
日
丸
、
寛
政
四
年
の
住
吉
丸
な
ど

で
は
沖
船
頭
と
し
て
そ
の
名
が
み
え
、
間
八
年
ま
で
の
開
に
独
立
し
、
佐
比
江
新

写真 114

地
の
御
影
屋
松
右
衛
門
と
し
て
廻
船
業
を
営
ん
だ
。

こ
れ
よ
り
さ
き
党
政

二
月
、
松
右
衛
門
は
大
坂
町
奉
行
の
命
で
江
戸
に
赴

き
、
五
月
幕
府
役
人
ニ

O
名
と
と
も
に
八
幡
丸
に
乗
っ
て
蝦
夷
地
に
渡
り
、
択
捉

島
で
波
止
場
の
建
設
を
開
始
し
た
。
史
、
気
が
強
い
な
か
一
時
中
断
す
る
な
ど
の
閤

難
を
経
て
、

よ
う
や
く
同
一
一
一
年
工
事
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
後
も
波
止
場
修
復
の
た

め
数
回
択
捉
島
に
往
復
し
た
。
党
政
十
二
年
択
捉
烏
か
ら
の
帰
途
、
千
石
船
の
用
材
と
す
る
巨
木
五
本
を
竹
輪
で
結
び
、

「五

本
丸
」
と
い
う
旗
印
を
立
て
て
、
秋
田
か
ら
大
坂
ま
で
運
ん
だ
、
と
こ
ろ
が
こ
の
瓦
本
丸
が
江
戸
域
「
御
本
丸
」
と
開
発
音
に

な
る
こ
と
か
ら
、
紛
ら
わ
し
い
と
し
て
大
坂
川
口
番
所
に
召
喚
さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
山
手
和
二
年
（
一
八
O
二
）
幕
府
は
択
捉

応
で
の
功
労
を
立
し
、
工
楽
と
い
う
姓
を
与
え
て
い
る
。

480 tn四君主近敬老！：会の変容



申ロ時也、、、命、

，v恥
d
U
1

ヵ
松
右
衛
門
は
、
ま
た
「
松
右
衛
門
帆
」
と
呼
ば
れ
る
木
綿
机
の
改
良
者
と
し
て
そ
の
名
が
高
い
。

一
七
世
紀
の
後
半
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
蓮
帆
な
い
し
ご
ざ

一
般
の
船
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

帆
が
使
わ
れ
て
い
て
、

「
白
帆
」
で
知
ら
れ
る
木

近世

一
七
世
紀
初
頭
の
北
国
船
や
は
が
せ
船
も
こ
の
謹
帆
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
木
綿
帆
に
変
わ
っ
て
い
く
第

よ
り
い
と

段
階
が
「
刺
帆
」
の
出
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
綿
布
一
一
、
一
一
一
枚
、
を
重
ね
て
緯
糸
で
刺
し
、
縫
い
合
わ
せ
た
も
の
で
、
刺
し
子
に

日霊5色紙狼

し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

し
か
し
長
期
の
使
用
に
耐
え
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
縫
合
に
は
多
く
の
労
力
と
時
間
を
費
や

す
と
い
う
の
が
欠
点
で
あ
っ
た
。
と
く
に
一
八
段
紀
以
降
に
は
帆
走
十
得
用
の
い
わ
ゆ
る
弁
才
型
の
廻
船
が
一
般
化
す
る
と
、
こ

近出：後期の兵！科卒第二節
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布地（石井謙治 T江戸海i!l!と弁才7B・J)
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れ
ま
で
以
上
に
帆
の
強
度
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
、
松
右
衛
門
は
そ
の
改
良
に
苦
心
し
、
刺
帆
に

変
わ
る
織
帆
の
製
作
に
腿
心
し
、
数
年
後
の
天
明

に
は
丈
夫
な
机
布
の

製
作
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
着
限
と
成
功
と
は
、

ミ
ー
：
ミ
’
t
こ
ん
訪
れ
グ

7
、1
カ
バ
コ
4
f才，
T
」工作

rt

町
付
近
が
姫
路
木
綿
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
直
乗
船
頭
と
し
て
の
経
験

を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
負
っ
て
い
る
。

文
化
九
年
刊
行
の
造
船
技
術
書
吋
今
西
氏
家
舶
組
墨
記
』
に
は
、

一1松
右

衛
門
帆
と
一
宮
う
は
、
太
と
糸
を
縦
横
一
一
た
筋
づ
つ
に
て
織
り
た
る
帆
な
り
。

克
も
幅
広
た
て
こ
尺
二
、
一
一
一
寸
あ
り
、
こ
れ
ま
た
品
々
違
い
あ
り
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
早
速
製
織
場
を
佐
比
江
町
と
播
擦
の
二
見
に
設
け
て
い
る
。
そ

の
価
格
は
従
来
の
刺
帆
に
詑
ベ
約
二
倍
の
高
値
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
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じ
め
は
販
路
も
狭
か
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
兵
庫
の
船
具
商
忠
多
二
平
も
帆
布

の
改
良
に
苦
心
し
て
い
た
の
で
こ
れ
に
枝
問
し
、
そ
の
販
売
に
尽
力
し
た
。

喜
多
の
下
一
家
で
あ
る
北
風
荘
右
衛
門
や
仰
の
廼
船
問
屋
も
そ
の
静
及
に
っ
と

め
、
ま
ず
北
前
船
で
販
路
を
広
げ
、
後
に
は
全
閣
の
船
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

こ
£
っ
こ
o

b
v
中
J

i

ふ
／

こ
の
松
右
衛
門
机
の
出
現
に
よ
っ
て
、
帆
の
強
度
が
増
し
た
た
め
、
刺
帆

で
は
帆
走
で
き
な
か
っ
た
強
い
風
で
も
航
行
可
能
と
な
り
、
帆
走
速
度
合
｝
高

お
け
る
航
海
・
帆
走
両
技
術
の
向
上
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
い
え
る
。

め
る
と
と
も
に
、
風
待
ち
を
も
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
近
位
海
運
に

さ
ら
に
松
右
衛
門
は
文
化
元
年
、
揺
勝
国
印
南
郡
石
宝
殿
山
の
耐
火
性
石
材
右
手
船
で
箱
館
築
島
に
運
び
、
船
据
場
を
築
造

し
て
い
る
。
ま
た
郷
患
の
人
々
の
依
頼
で
悶
七
年
に
は
高
砂
の
川
淡
普
請
を
施
工
し
、
姫
路
藩
主
酒
井
氏
か
ら
五
人
扶
持
を
与

え
ら
れ
、
廻
船
船
頭
に
任
命
さ
れ
、
高
砂
に
転
住
し
た
。

官
同
問
屋
嘉
兵
衛
と
幕

府
の
畷
夷
地
政
策

北
前
船
経
営
で
成
功
し
た
例
に
は
高
田
屋
嘉
兵
衛
が
あ
る
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
淡
路
国
津
名
郡
部

か
れ
は
家
食
し
く
家
族
多
く
、
弟
喜
蔵
が
既
に
兵
庫
へ
出

志
木
村
（
除
名
郡
五
色
町
都
志
）
に
生
ま
れ
た
。

稼
ぎ
し
て
い
た
の
を
頼
っ
て
二
二
歳
の
時
堺
屋
喜
兵
衛
ガ
に
宅
り
、
下
関
廻
船
や
樽
廻
船
の
船
乗
り
と
な
っ
た
。
人

A
A
I
rト
l
巴
－
U

伯
作

mwvdy

熱
心
な
か
れ
は
梶
取
り
に
出
位
し
、
二
年
後
の
寛
政
問
年
に
は
西
山
町
に
所
帯
を
持
ち
、
翌
年
沖
船
頭
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
嘉
兵
衛
に
注
目
し
た
北
風
荘
右
衛
門
は
、
自
己
の
手
船
を
嘉
兵
衛
に
委
ね
て
日
本
海
方
同
で
の
賀
新
商
い
に
当
た
ら
せ
、
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の
千
五
一
白
石
積
み
つ
一
一
一
一
0
ト

γ
ほ
ど
）
の
大
船
長
悦
丸

得
た
利
援
の
一
半
を
割
い
て
嘉
兵
衛
に
与
え
た
。
こ
う
し
て
嘉
兵
衛
は
間
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
当
時
と
し
て
は
最
大
級

般
を
新
造
し
、
そ
の
後
次
第
に
船
持
船
頭
と
し
て
独
立
し
た
海
運
業
者

に
な
っ
た
。
以
後
嘉
兵
侮
は
屋
号
を
高
田
監
と
し
、
寛
政
丸
、
春
日
丸
な
ど
も
と
も
に
北
国
に
回
航
さ
せ
、
貨
物
を
転
送
販
売

止
を
広
げ
、
同
十
年
に
は
出
荷
を
開
い
て
い
る
。

し
て
判
利
益
を
あ
げ
た
。
こ
の
間
関
九
年
の
春
に
は
箱
館
の
向
烏
監
勝
右
衛
門
と
い
う
遡
船
栴
（
船
宿
）
を
拠
点
に
し
な
が
ら
z
商
売

寛
政
十
一
年
幕
府
が
海
訪
の
必
要
か
ら
七
年
を
限
り
、
東
蝦
夷
地
な
幕
府
領
と
し
た
時
、
嘉
兵
衛
は
幕
府
の
命
を
う
け
、
出

さ
ら
に
同
年
択
捉
島
へ
の
航
路
を
苦
難
の
末
に
開
い
た
。
択
捉
島
に

羽
留
酒
田
濃
か
ら
松
前
へ
の
貨
物
の
輪
送
を
引
き
受
け
、

で
物
資
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
翌
十

は
そ
の
前
年
近
藤
重
蔵
が
段
上
徳
内
と
と
も
に
渡
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
の
原
住
民
は
ま
れ
に
北
海
道
に
渡
っ
て
交
易
す
る
程
度

一
月
嘉
兵
衛
は
兵
障
や
大
坂
で
木
挽
や
大
工
を
躍
い
入
れ
、
米
・
甑
・
鍋
・
笠
・

近i止後郊の兵路津第二節
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木
綿
・
煙
卒
そ
の
他
必
要
な
物
資
を
調
達
し
、
こ
れ
ら
を
炭
悦
丸
ほ
か

間
般
に
積
み
込
み
、
再
び
シ
ャ
マ
ニ
（
北
海
道
日
高
支
庁
旅
似
防
）
に
出
航

し
た
。
そ
こ
で
近
藤
境
政
と
会
い
、
と
も
に
択
捉
島
に
渡
り
、
再
調
査

の
う
え
西
海
岸
一
般
に
わ
た
っ
て
一
七
カ
所
の
漁
場
を
開
き
、

ア
イ
ヌ

に
漁
日
バ
や
食
糧
を
給
与
し
、
随
行
し
た
漁
師
に
漁
の
仕
方
を
教
え
さ
せ

た。
平
和
一
克
年
幕
府
は
商
蝦
夷
地
を
も
松
前
滞
か
ら
上
知
さ
せ
る
計
画
会
｝

た
て
、
嘉
兵
衛
を
蝦
一
災
地
御
用
定
一
履
船
頭
と
し
た
の
で
、
嘉
兵
衛
は
幕

近役E査5と結団483 



府
の
船
を
も
運
航
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
一
一
人
扶
持
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

幕
府
は
享
和
ニ
年
二
月
蝦
英
奉
行
を
新
設
し
、
七
月
に
は
東
蝦
一
民
地
な
直
結
地
と
し
、
そ
の
経
営
費
用
に
充
て
る
た
め
、
文

化
二
年
大
坂
・
兵
庫
津
・
長
門
田
赤
間
関
（
山
口
間
以
下
関
市
）
の
い
楠
人
に
、
蝦
夷
地
産
物
売
り
さ
ば
き
方
を
命
じ
て
い
る
。
高
沼

屋
嘉
兵
衛
も
北
風
荘
右
衛
門
も
、
こ
の
産
物
売
り
さ
ば
き
取
り
扱
い
を
命
ぜ
ら
れ
、
兵
庫
で
は
産
物
の
販
売
に
、
千
鰯
仲
買
や

千
魚
塩
魚
仲
買
も
加
わ
り
、
北
風
家
所
有
の
家
屋
が
会
所
に
充
て
ら
れ
た
。
文
化
四
年
幕
府
は
臨
蝦
夷
地
を
も
収
め
、
松
前
藩

に
は
九

0
0
0石
の
替
え
地
を
与
え
、
以
後
文
政
四
年
十
二
月
に
一
舟
び
蝦
夷
地
一
円
を
松
前
藩
に
返
還
す
る
ま
で
幕
府
が
管
轄

し
た
の
で
あ
る
。

十
回
同
問
屋
嘉
兵
衛
は
択
捉
品
開
拓
の
功
に
よ
り
、
文
化
七
年
幕
府
か
ら
開
場
所
請
負
を
命
ぜ
ら
れ
、
次
い
で
入
札
で
幌
泉
の
、

ま
た
特
旨
を
以
て
根
室
の
請
負
も
命
ぜ
ら
れ
、

プ
イ
ヌ
か
ら
漁
獲
物
を
有
利
に
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
嘉
兵
衛
は
そ
の
産

物
の
精
粗
を
一
弘
分
し
て
荷
造
り
を
し
積
み
出
し
た
の
で
、
各
地
の
商
人
の
信
用
を
得
て
、
そ
の
商
標
の
あ
る
荷
物
は
内
部
を
改

め
ず
に
授
受
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
嘉
兵
衛
が
ロ
シ
ア
人
に
捕
え
ら
れ
て
い
た
文
化
十
年
、
幕
府
は
東
蝦
一
災
地
を
請
負
場
所

と
し
、
産
物
も
廻
送
し
な
い
と
方
針
を
改
め
た
の
で
、
産
物
売
り
さ
ば
き
方
は
消
滅
し
た
。

薮
商
の
形
成

幕
府
が
兵
庫
商
人
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
諸
藩
も
ま
た
兵
庫
商
人
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蔵
物

の
販
売
も
大
坂
蔵
麗
敷
に
の
み
回
さ
ず
、
有
利
な
場
合
兵
庫
津
の
問
屋
に
販
売
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
兵

康
洋
の
有
力
問
屋
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
北
風
荘
右
衛
門
の
場
合
、
諸
藩
の
蔵
米
も
飯
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
く
、
寛
政

十
年
や
亭
和
一
元
年
に
萩
藩
か
ら
吉
例
の
米
を
受
け
、
天
保
十
一
一
一
年
に
は
金
沢
藩
か
ら
域
米
を
売
り
さ
ば
い
た
手
当
と
し
て
米
を

与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
納
鹿
米
の
み
な
ら
ず
蔵
米
ま
で
引
き
受
け
、
北
前
船
を
利
用
し
て
蝦
夷
地
そ
の
他
の
各
地
で
売

484 第四主主近世社会の変革手



1Jt 

り
さ
ば
く
ほ
か
、

へ
も
誼
送
し
た
。
関
東
・
東
北
地
方
が
文
政
七
、
八
年
気
候
不
順
で
例
年
の
半
作
と
な
っ
た
と
き
、
当
一

近

然
上
昇
す
る
は
ず
の
米
側
も
兵
庫
・
灘
・
和
泉
か
ら
の
米
の
直
送
、
が
増
加
し
た
の
で
、
さ
し
て
上
昇
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
水
車
を
利
用
す
る
兵
路
近
在
や
明
石
な
ど
の
線
呑
監
は
、
線
呑
価
格
が
下
落
し
、
そ
の
販
売
が
行
き
詰
ま
っ
た
享
和
三

日霊史講話班

年
、
線
呑
の
一
括
寂
売
を
兵
障
の
北
鹿
市
右
衛
門
・
問
伊
兵
衛
に
依
頼
し
て
い
る
し
、
菜
種
問
屋
も
大
坂
種
物
問
屋
仲
間
の
出

資
に
よ
っ
て
成
立
し
た
が
、
菜
種
の
み
な
ら
ず
綿
突
を
も
取
り
扱
う
両
種
物
問
鹿
と
な
り
、
兵
庫
商
人
の
網
屋
三
太
夫
と
住
屋

会
右
衛
門
が
つ
い
に
両
種
物
問
屋
と
な
っ
て
い
る
。

近l笠後期の兵庫津第二節

1七嵐荘右衛門家の不動産取得表 116

宮之前日ir 屋敷26:b""]Z余

浜 家

浜歳

以前から淡川Jll尻・新［日開発

家 2軒

水王手

芸員建築

土主主新築

家

家新築

開発

蔵1也箇

蔵

蔵家庭！放

家

家

家E童数
蔵

不動産の所在と対象

延宝8(1681) 

安永2(1773) 

// 5 (1776) 

党政8(1796) 

卒和 1(1802) 

（四勝）年代

石井村

殿町

限度問。浜地

磁宮内町

宮前町

粥級新！双

網中

東出町浜

浜

大和座長三郎

あわ伝

江川町北！武三郎右衛門

北協内町浜

文化14(1817)

女政7(1824) 

天｛来年閉

店、化 1(1844) 

去る永5(1852) 
安政2(1855) 

万延 1(1860) 

文久 2(1862) 

慶応2(1866) 

こ
う
し
て
販
売
の
巧
み
な
兵
庫
商
人
は
次
第

に
発
展
し
、
資
本
を
蓄
積
す
る
と
、
こ
の
時
期

に
も
そ
の
安
全
な
運
用
の
た
め
、
不
動
産
の
購

入
あ
る
い
は
新
田
開
発
な
ど
を
し
た
。
北
風
荘

右
衛
門
の
場
合
は
、
津
内
で
不
動
産
の
購
入
を

進
め
る
と
と
も
に
、
先
代
の
間
開
拓
し
た
湊
川
東

方
の
新
田
か
ら
、
さ
ら
に
下
流
沿
岸
の
浜
を
埋

め
立
て
る
新
田
開
発
を
天
保
年
間
に
再
開
削
し
て

資料：·~ヒ風泣zJi:.

い
る
（
表
出
。
こ
れ
は
天
保
期
の
窮
民
救
助
を

兼
ね
て
い
て
、
粥
が
給
さ
れ
た
の
で
、
粥
腹
新

国
と
も
称
さ
れ
た
と
い
う
。
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東
尻
池
村
和
田
山
の
吉
田
新
田
の
開
発
に
も
商
人
が
関
係
し
て
い
る
。

国
新
田
は
、
西
宮
の
治
屋
諮
問
右
衛
門
が
開
発
を
意

図
し
、
天
保
四
年
間
村
の
産
屋
末
正
宗
左
衛
門
（
没
後
は
子
怠
久
在
俗
門
）
と
計
り
、
自
分
の
子
伊
一
一
一
郊
の
名
義
で
開
発
を
出
願
し

た
も
の
で
、
東
尻
池
村
氏
と
の
交
渉
で
当
初
よ
り

一
町
歩
減
じ
た
一
一
七
町
歩
を
開
発
す
る
計
画
で
同
十
年
に
若
手
し
た
。
そ
し

て
同
十

八
六
石
間
升
五
合
、
市
新
一
九
町
五
反
五
畝

ニ
ル
少
を
獲
得
し
た
が
、
果
樹
や
木
綿

二
月
検
地
を
終
え
、

の
栽
培
も
思
う
に
任
せ
や
す
、
嘉
、
氷
閉
年
（
一
八
五
一
）
こ
の
地
は
久
左
衛
門
の
弟
儀
左
衛
門
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

浜
本
際
の

不
振

発
展
し
た
業
種
の
あ
っ
た
反
雨
、
浜
本
陣
は
不
振
に
み
ま
わ
れ
た
。
浜
本
陣
の
業
務
は
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ

は
諸
大
名
が
参
勤
交
代
の
際
に
立
ち
寄
り
、
休
泊
す
る
L

紺
所
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
他
は
そ
の
縁
で
当
該
諸
藩

が
大
坂
へ
廻
送
す
る
蔵
物
、
特
に
米
を
兵
庫
で
渡
海
船
に
積
み
替
え
、
大
坂
の
上
荷
船
や
茶
船
に
つ
な
い
で
蔵
屋
敷
に
屈
け
さ

せ
る
手
配
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
数
料
と
し
て
、
積
荷
の
米
一

O
O石
に
つ
き
米

石
七
升
を
と
り
、
九
升
は
浜
本

附
仰
の
口
米
と
し
、
六
斗
八
升
を
渡
海
船
、
一
一
一
斗
を
大
坂
の
上
荷
船
な
ど
に
運
賃
と
し
て
渡
し
て
い
た
。

不
振
の
第

の
係
閣
は
、
渡
海
船
が
減
少
し
た
の
で
、
積
替
え
に
日
数
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
渡
海
船
は

享
保
十
九
年
（
一
七
一
一
一
四
）

一
四
一
般
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
焼
失
し
て
明
和
六
年
に
は
七
一
二
般
し
か
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

第
二
の
原
図
は
、
諸
大
名
が
宿
泊
す
る
際
、
随
従
家
臣
の
分
宿
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
側
の
町
家
が
こ
れ
を
拒
否
し
始
め
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
明
和
八
年
十
二
月
、
浜
本
陣
の
日
向
慶
治
左
衛
門
・
網
屋
三
太
夫
・
肥
前
屋
三
郎
左
衛
門
・
網
屋
佐
左

衛
門
・
夜
屋
七
左
衛
門
・
肥
前
農
粘
布
衛
門
・
小
豆
屋
助
右
衛
門
・
絵
震
情
右
衛
門
・
網
麗
新
九
郎
・
網
屋
惣
兵
衛
の。
人

は
、
兵
隊
勤
番
所
に
、
従
来
下
宿
を
勤
め
て
き
た
和
田
崎
町
・
今
出
夜
家
町
・
出
在
家
町
・
新
在
家
町
・
関
屋
町
・
船
大
工
町
・

新
町
・
磯
之
町
・
北
中
町
・
南
中
町
の
町
家
に
下
宿
を
勤
め
て
く
れ
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
て
い
る
。
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第
三
の
原
因
は
、
諸
手
数
料
の
削
減
で
あ
る
。
金
沢
藩
の
御
用
廼
船
は
、
｛
示
謄
年
中
か
ら
兵
庫
津
で
の
渡
海
船
へ
の
積
稼
え

を
ほ
と
ん
ど
し
な
く
な
り
、
手
数
料
も
蔵
米
一

O
O石
に
つ
き
、

i立役

日
米
間
升
五
合
に
減
額
さ
れ
て
い
た
3

そ
の
う
え
明
和
八
年
、

九
（
安
、
氷
一
克
）
年
に
は
金
沢
藩
の
廻
米
が
少
な
く
、
こ
の
滞
の
浜
本
陣
で
あ
っ
た
六
軒
屋
次
郎
兵
衛
・
網
陸
新
九
郎
・
肥
前
屋
粘

｝設言ミ綴狙

近｜辻後期の兵庫）¢第二節

右
衛
門
・
官
麗
七
左
衛
門
の
山
人
は
関
惑
し
、
安
、
氷
二
年
に
は
金
沢
滞
に
米
の
拝
借
を
出
願

浜本！証11廻状（部分〉写真 118

明治維新ころまで続いた浜本Jilli表 117

目的可佐賀？訴

伊予久松｝綜

針ll前向lU￥訴・談岐高松滞
藤j祭吉年

$：＼前福岡滞，

出~i公江溶，

笠後1=w1二務

筑後久惚米議，主主後府内滞

日向延問吉年，強後￥F築7辞
肥後熊本務

名

胞がI展＊1~i5111Jfilj 

n1ZJ段依左衛門

納屋新九民［l

小立医D)J布衛門

絵毘右近右衛門

収
肘－、F浜本！Ill!;JS 

1｝（前秋月議， {JI予宇和lih11*

－長州11*，伊勢津務

三太犬

伝：ti街Jilj
吉右衛門

惣兵衛

制段

~ii£Jl三

納E設
網fil

し
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
翌

金
沢
藩
の
蔵
米
廻
船
が
入
津
し
た
時
は
、

ロ
米
下
付
ι
芝
山
中
諒
し
た
が
、
藩
の
改
革

の
た
め
と
い
う
理
由
で
支
払
わ
れ
な
か

った。」
れ
で
は
本
陣
も
維
持
で
き
な
く
な

る
と
し
て
、
提
出
肢
と
肥
前
屋
と
は
翌
四

米
津
し
た
廻
船
の
孫
太
郎
や
藩
の

資料：叩11戸市史」資料2

蔵
県
民
敷
に
従
来
の
事
情
を
説
明
し
、
よ

0
0石
に
つ
き
口
米

チト

う
や
く

合
二
勺
五
才
ず
つ
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
同
五
年
に
は
他
の
一
一
人
を
加
え

た
山
人
が
出
願
し
て
と
に
か
く
浜
木
陣
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と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
藩
と
し
て
は
難
船
処
理
な
ど
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
浜
本
陣
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
の
原
国
は
、
滞
主
も
浜
本
陣
で
宿
泊
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
網
屋
新
布
衛
門
は
広
島
濃
の
浜
本
陣
で
あ
っ
た
が
、

藩
主
が
立
ち
寄
ら
、
ず
、
蔵
米
も
取
り
扱
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
新
右
衛
門
は
党
政
十
一
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
広
鳥
に
滞
在
し

て
藩
に
請
願
し
、
同
十
一
一
一
年
に
は
藩
の
蔵
屋
敷
留
守
居
に
、
大
名
の
宿
と
し
て
家
屋
も
修
繕
し
脇
本
陣
を
借
用
し
な
い
で
御
用

を
勤
め
る
の
で
、
立
ち
寄
ら
れ
る
よ
う
に
願
い
で
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
浜
本
陣
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
が
、
難
船
の
危
険
や
従
来
の
関
係
か
ら
、
浜
本
陣
を
利
用
す
る
滞
は
残
つ

た
。
明
和
・
安
、
氷
年
間
に
、
日
向
屋
治
左
鮪
門
・
肥
前
屋
一
一
一
郎
左
衛
門
・
肥
前
屋
粘
右
衛
門
・
網
屋
佐
左
衛
門
・
網
毘
三
太
夫

・
網
屋
新
九
郎
・
綿
屋
惣
兵
侮
・
絵
佳
清
右
衛
門
・
畳
屋
七
左
衛
門
・
小
豆
麗
助
右
衛
門
・
ム
ハ
軒
屋
次
郎
兵
衛
の
一

人
が
い

た
が
、
明
治
維
新
ご
ろ
ま
で
続
い
た
の
は
九
軒
で
あ
る
（
表
山
）
。

2 

天
保
の
飢
僅
と
幕
政
改
革

飢
鐙
と
そ

の
対
策

幕
府
は
、
年
実
獄
諜
米
総
額
が
文
政
一
一
一
年
こ
八
二

O
）
一
五

O
万
芯
を
割
っ
て
以
来
、
歳
入
の
確
保
守
－
貨
幣
収

入
の
増
加
に
よ
る
こ
と
と
し
、
文
政
・
天
保
と
続
い
て
貨
幣
を
改
鋳
、
そ
の
益
金
と
、
御
用
金
・
冥
加
金
の
収

入
、
貸
金
利
子
な
ど
に
よ
っ
て
し
の
ご
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
物
価
上
昇
に
直
接
間
接
影
響
し
、
加
え
て
文
政
十
一

年
以
後
は
、
不
作
や
凶
作
が
相
次
、
ぎ
、
物
価
は
高
騰
し
た
。
特
に
米
価
は
大
坂
相
場
の
場
合
、
文
政
九
年
末
に
は
肥
後
米
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銀
五
九
長
五
分
で
あ
っ
た
も
の
、
が
、
天
保
一
一
一
年
（
一
八
一
一
一
一
一
）
米
に
は
七
七
匁
五
分
、
同
四
年
末
に
は

一
八
匁
八
分
と
な
っ
て

い
っ
た
。

北
風
荘
右
衛
門
の
勘
定
記
に
は
、
こ
の
米
畑
山
高
騰
期
の
文
政
年
間
以
来
施
行
米
相
場
が
来
日
か
れ
て
い
る
の
で
、
兵
庫
浮
と
し

て
か
個
人
と
し
て
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
困
窮
人
へ
の
米
の
若
干
の
施
行
は
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
天
保
田

年
七
月
二
十
四
日
、
兵
庫
津
中
所
々
に
「
米
巌
つ
ぶ
し
、
七
月
二
十
五
日
五
ツ
持
湊
川
へ
御
出
成
さ
る
べ
く
侠
」
と
い
う
張
り

紙
が
見
ら
れ
、
勤
番
向
心
は
二
十
五
、
二
十
六
両
日
湊
川
に
出
て
警
戒
し

米
側
の
高
騰
は
米
な
買
い
占
め
て
値
上
が
り
な

待
つ
商
人
の
所
為
と
い
う
の
が
多
く
の
悶
窮
者
の
思
い
で
、
こ
う
し
た
不
穏
な
情
勢
の
な
か
、

つ
い
に
八
月
、
米
監
の
打
ち
こ

わ
し
が
起
こ
っ
た
。

白
米
も
売
る
穀
物
仲
間
尺
は
相
殺
し
て
、
小
物
陵
町
で
八
月
下
旬
か
ら
p

日
米
一
升
九
六
文
の
安
売
り
を
始
め
た
。
こ
れ
に
は
購

入
者
が
殺
到
し
た
の
で
、
町
年
寄
と
相
談
の
う
え
米
切
手
を
渡
し
、
そ
れ
で
鱗
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
が
、
手
当
て
の
米
は
少

な
く
十
月
中
に
は
底
を
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
穀
物
仲
買
仲
間
は
諸
問
屋
仲
間
と
計
り
、
世
話
人

四
人
を
定
め
、
十

近Ill：後期の兵Jlli洋

月
以
降
は
寄
付
を
募
っ
て
安
売
り
は
も
ち
ろ
ん
施
行
も
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
町
年
寄
に
依
頼
し
て
、
難
渋
人
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
ニ
八
三
七
人
あ
っ
た
と
い
う
。
米
の
安
売
り
は
翌
年
八
月
ま
で
一
年
余
継
続
さ
れ
、
七
月
十
九
日
か
ら
八
月
中

は
さ
ら
に
値
を
下
げ
て
、
白
米
一
升
八

O
文
で
売
り
続
け
た
。

寄
付
は
何
方
か
ら
金
一
一

O
四
八
将
一
一
分
一
朱
・
銀
八

O
O匁
・
銭
一
一
一
ニ
貫
文
・
米
一

O
俵
、
北
浜
か
ら
金
一
四
九
五
両
・
銀

第二節

八一

O
匁
・
米
一

O
伎
、
南
浜
か
ら
金
一
一
二
ハ

O
雨
・
銀
五

O
O匁
・
米
一

O
後
、
穀
物
仲
買
仲
間
か
ら
一
一
回
に
分
け
て
金
九

O

O
再
、
諮
問
産
仲
間
も
ニ
聞
で
金
七

O
O両
、
千
鰯
毘
仲
間
が
銀
一

O
貫
目
、
質
屋
品
作
関
か
ら
金
五

O
問
、
古
手
援
仲
間
が
金

近世歴史総斑489 
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7
f接
立
制
限
が
会

。
阿
を
出
す
な
ど
、
総
計
金
一
乱
冗
八
八
附

、
A

S

、
！
‘

ハ
刀
一
川
洋
・
弘
山
町
一

一
貫
二

O
匁
・
銭
三
二
貫
文
・
米
一
一
一

O
依
が
集
ま
っ
た
。
こ

の
寄
付
金
を
も
っ
て
米
を
購
入
し
、
施
行
米
と
し
て
は

、，し↓
1
J
A
L
『

L
1
1
4
4
L
i

ノ一、

ノ
e
プ
不
十
五
、
、
一
仰
い
イ
プ
4
包

救倣寄附金受取手持

天
保
問
年
十
二
月
末
日
と
忽
五
年
七
月
十
三
日
の
二
回
、
難
渋
人
に
計
瓦
升
ず

っ
、
そ
の
他
に
二
七
石
七
斗
七
升
を
施
行
し
、
ま
た
安
売
り
米
と
し
て
は
八
五

O
凹
石
田
斗
六
升
を
、
天
保
問
年
八
月
十
九
日
か
ら
間
五
年
七
月
十
八
日
ま
で

（
一
升
九
六
文
）
と
、
翌
七
月
十
九
日
か
ら
八
月
末
泊
ま
で
（
一
介
入
O
文）、

1:1 

写真 119

平
均
二
じ

O
O余
人
に
廉
売
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
棺
場
よ
り
平
均
白
米
一

石
に
つ
き
銀
一
一
一
七
匁
凶
分
六
一
版
余
も
安
い
価
格
で
あ
っ
た
。
寄
付
金
は
九
月
に

rJlhr
さ
工
、
計
器
丸
紅
ハ
一

色
町
竹
山
川
工
ノ

J
C
Aイ

Zノ
強
引
冷
立

一
ム
四
匁
四
分
七
店
は
出
資
額
に
応
じ
て
訓
り
…
灰

さ
れ
て
い
る
。

五
年
六
月
に
は
地
方
の
農
民
が
前
年
の
凶
作
に
よ
る
間
窮
を
訴
え
、
北
浜
惣
会
所
を
通
じ
て
、
北
風
荘
右
衛
門
か
ら
銀
一
貫
目

」
の
ほ
か
、
個
人
的
に
近
親
に
救
助
の
手
を
蒸
し
伸
べ
た
者
も
あ
っ
た
し
、

を
借
用
し
、

一
0
カ
年
賦
で
返
済
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
社
会
不
安
も
増
大
し
、
そ
の
後
も
天
保
六
年
二
月
、
惣
会
所
か
ら
各
町
年
寄
へ
、
近
頃
津
中
甚
だ
物
騒
に
つ
き
、

各
町
内
申
し
合
わ
せ
て
、
無
宿
、
無
商
売
の
者
な
ど
を
留
め
霞
か
な
い
よ
う
に
し
、
夜
分
は

し
て
い
る
。

巡
閲
す
る
よ
う
指
示
し
た
り
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し
か
し
な
お
不
作
は
続
い
て
天
保
七
年
夏
か
ら
米
側
は
再
び
急
騰
し
八
月
八
日
小
物
屋
町
か
ら
松
屋
川
に
通
ず
る
所
の

（

脱

）

（

務

方

）

（

淡

川

）

勺
い
わ
ま
や
兵
右
衛
門
と
し
ら
か
や
と
九
日
之
は
ん
に
や
き
う
ち
に
い
た
し
山
中
し
候
。
く
れ
か
た
み
な
と
か
わ
ま
で

北
角
に
、

御
出
」
と
い
う
張
紙
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
ゆ
仲
中
有
力
者
は
協
議
し
て
、

八
月
十
五
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
は
七
宮
神
社
境

内
に
お
い
て
難
渋
人
に
粥
を
施
行
し
、
八
月
十
六
日
か
ら
九
月
十
七
日
ま
で
は
困
窮
人
一

O
七

人
に
白
米
計
一
石
八
斗
六
升

四
人
伎
を
与
え
、
そ
の
後
も
米
の
施
行
を
続
け
た
。
幕
府
側
も
十
月
兵
庫
津
中
に
救
米
一
一
一

O
石
を
下
付
し
、
名
主
ら
に
命
じ
て
況

歳
以
上
の
難
渋
人
一
五
一
一
一
六
人
に
分
配
さ
せ
た
。

天
保
七
年
は
六
月
の
大
雨
で
被
害
を
受
け
た
り
し
て
不
作
と
な
り
、
翌
八
年
も
米
側
は
下
落
せ
ず
、
二
月
大
援
で
大
塩
一
千
八

郎
の
乱
が
起
こ
る
と
、
幕
府
は
姫
路
藩
に
命
じ
て
兵
庫
の
治
安
に
当
た
ら
せ
た
。
兵
庫
近
辺
で
も

に
は
大
和
屋
平
六
・
川

一
九
ら
が
問
。
人
の
浪
人
を
集
め
て
摩
耶
山
に
こ
も
り
、
兵
庫
津
中
米
ロ
肢
の
打
ち
こ
わ
し
を
謀
る
と
い
う
事
件
が
も
ち
上
が
っ

て
い
る
。
幕
府
側
は
閏
月
以
後
に
白
米
な
ど
一
二
六
石
余
を
、

五
月
に
は
銭
一
八
二
五
貴
文
余
を
下
付
し
、
借
家
人
中
の
困
窮

者
救
助
に
充
て
さ
せ
て
い
る
。

近Ill:後期の兵隊洋

津市
T

で
も
前
年
か
ら
引
き
続
き
施
米
や
施
銀
が
行
わ
れ
た
。
と
く
に
諮
問
何
度
・
穀
物
仲
買
雨
仲
間
は
、
同
年
一
一
一
月
十
一
日
か

ら…

0
0日
開
に
わ
た
っ
て
、
施
行
米
を
受
け
得
な
か
っ
た
間
窮
者
む
け
に
、
出
米

升
銭
一
八
五
文
の
安
売
り
を
実
施
し
、

家
数
に
し
て
一
二

O
五
軒
・
人
数
じ

O
八
二
人
が
救
助
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
要
し
た
米
は
こ
…
石
田
斗
五
升
で
あ

っ
た
と
い
う
。

第二節

答
申
刑
の
対
応
と

江
戸
廻
米
策

こ
の
間
幕
府
は
江
戸
で
の
米
価
を
重
視
し
て
、
江
戸
へ
の
廼
米
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
天
保
七
年
九
月
、

北
風
寝
右
衛
門
に
廻
米
売
上
万
事
取
扱
を
命
じ

荘
右
衛
門
は
廼
米
買
上
に
よ
っ
て
兵
庫
津
の
米
備
が
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高
騰
す
る
こ
と
を
恐
れ
、

一
度
は
断
っ
た
が
、
厳
命
の
う
え
大

写真 120

坂
町
奉
行
所
の
西
組
与
力
内
山
彦
次
郎
・
東
組
与
力
朝
間
助
之

一
点
ら
の
尽
力
も
あ
っ
て
、
兵
防
の
諮
問
屋
・
穀
物
仲
買
・
酒
諸

荷
物
斡
仲
間
下
問
屋
荷
間
や
、
西
宮
の
栂
廻
船
積
問
屋
ら
の
協

力
を
得
て
、
翌
八
年
五
月
ま
で
に
米
一
一
一
万
七

四
七
十
指
二
斗
二

升
八
合
瓦
勺
を
廻
送
し
た
。

こ
の
時
は
出
羽
・
加
賀
・
越
前
・
肥
前
・
肥
後
・
史
後
・
讃

岐
・
備
中
・
美
作
・
播
磨
の
諸
関
産
米
、
宮
、

、
一
一
一
百
な
い
し

千
俵
程
度
ず
つ
購
入
し
て
い
る
。
藩
蔵
米
の
場
合
も
多
か
っ
た
。
江
戸
向
け
第
一
船
は
兵
庫
坂
医
科
在
衛
門
船
辰
吉
丸
で
、
加

賀
米
な
ど
一
一
一
四

O
五
依
を
積
み
、
九
月
二
十
九
日
に
出
帆
し
、
以
下
八
年
五
月
十
日
出
帆
の

一
一
一
一
船
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

江
戸
で
の
受
取
値
段
は
一
石
銀
二
ハ

O
匁
、
運
賃
は
同
六
匁
八
分
と
い
う
取
決
め
で
あ
っ
た
か
ら
、
購
入
値
段
の

石
約
一
五

う 。
匁
前
後
と
い
う
相
場
で
は
、
荘
右
衛
門
に
と
っ
て
は
ま
さ
に

J
己
の
損
益
に
拘
わ
ら
ず
」
取
り
級
ん
だ
仕
事
で
あ
っ
た
ろ

し
か
し
こ
の
件
で
は
米
の
購
入
方
法
が
よ
く
、

か
え
っ
て
他
所
に
比
べ
、

石
に
つ
き
銀
五
J
一
O
匁
ほ
ど
下
値
で
売
買
し
、

米
も
順
調
に
送
ら
れ
た
。
幕
府
は
同
年
九
月
そ
の
功
労
を
賞
し
て
、
穀
物
件
買
仲
間
に
銭
二

O
O貫
文
を
、
諮
問
屋
仲
間
に
は

食
前
を
与
え
、
さ
ら
に
問
屋
か
ら
仲
良
へ
の
取
引
お
よ
び
仲
買
か
ら
百
姓
町
人
へ
の
取
引
で
生
じ
た
代
金
未
払
い
の
訴
訟
に
つ

い
て
は
、
大
坂
堂
島
米
仲
買
と
同
様
の
権
利
を
与
え
て
い
る
。
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株
仲
間
停
止
令

と
兵
康
津
商
業

断
行
し
た
。

」
う
し
た
状
況
下
で
老
中
水
野
忠
邦
は
、
天
保
十
二
年
か
ら
弘
化

と
し
た
法
令

年
二
八
四
五
）
ま
で
、
幕
政
改
革
を

い
わ
ゆ
る
天
保
改
革
で
あ
る
。
十
二
年
に
は
初
め
倹
約
令
や
風
俗
の

を
出
し
た
が
、
十
二
月
江
戸
の
物
価
川
引
下
げ
を
意
図
し
て
江
戸
十
組
問
原
の
株
仲
間
・
組
合
を
停
止
し
、

月
に
は
全
開

的
に
株
仲
間
・
組
合
を
差
し
止
め
、
商
人
が
前
金
を
も
っ
て
商
品
を
そ
の
地
で
買
い
集
め
鴎
い
底
く
事
止
を
禁
じ
た
。
こ
れ
は
、

従
来
の
取
引
慣
行
の
ま
ま
で
は
物
価
が
下
が
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

大
坂
で
は
仲
間
停
止
が
猶
予
さ
れ
た
業
種
に
、
酒
造

様
で
あ
っ
た
ろ
う
。

士
口
金
古
道
具
農
・
古
手
震
な
ど
が
あ
る
が
、
兵
庫
津
で
も
間

な
お
文
化
初
年
の
兵
庫
津
株
仲
間
は
市
淀
川
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
株
仲
閥
痔
止
令
に
よ
っ
て
、
兵
庫
津
の
諮
問
屋
は
諸
潤
諸
荷
物
諮
問
盤
、
穀
物
仲
買
は
穀
物
時
人
と
名
称
も
変
え
た
が
、

諸
国
の
商
船
も
、
仲
間
の
特
権
が
な
く
な
る
と
積
荷
を
自
由
に
売
却
で
き
、
大
坂
以
外
に
兵
庫
・
沼
崎
・
堺
・
只
塚
な
ど
で
売

買
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
兵
庫
浮
で
も
新
し
い
問
屋
・
仲
買
な
ど
が
活
動
を
始
め
、
競
争
が
激
化
し
た
。

新
商
人
と
し
て
登
場
す
る
油
屋
仁
兵
衛
は
、
讃
岐
の
生
ま
れ
で
兵
賭
の
淡
路
屋
正
三
郎
方
に
入
り
、
讃
岐
の
産
物
、
特
に
和

近世後期の兵庫津

文化初年の兵庫

津の株仲間

第二節

表 118

工
i
4
仕
梓
す

諸 問彦三株

干鰯仲買株

穀物件資株

米市場仲買株

塩魚ご1二魚イ中J'l務長

生 g!(i:jfrll貿株
たばこ仲良事長

索麹態株

茶屋 tlミ
湯展事長

定芝居

数

粁
121 

70 

125 

30 

70 

23 

73 

25 

25 

30 

類種

製
砂
糖
を
積
ん
だ
商
船
と
取
引
し
た
。
こ
れ
ま
で
砂
糖
は
大
坂
の

仲
間
高
人
の
み
が
取
り
扱
い
、
兵
庫
津
で
は
取
り
扱
え
な
い
商
品

資料： F大阪T[:i£(:,2 

で
あ
っ
た
が
、
停
止
令
以
後
は
そ
の
制
限
も
解
か
れ
取
引
が
始
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
前
讃
岐
の
商
船
は
、
米
屋
利
兵
衛
・
新
屋

清
右
衛
門
・
鏑
毘
八
兵
衛
・
制
鹿
吉
次
郎
と
取
引
関
係
に
あ
っ
た

が
、
こ
れ
を
油
屋
が
奪
い
と
る
形
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
肥
前

”ηドi迂隆史書"1斑493 



見
々
一
洋
の
井
手
善
兵
衛
の
手
船
は
、
従
来
備
前
屋
次
郎
兵
衛
方
で
取
引
し
て
い
た
が
、
相
手
を
取
屋
安
兵
衛
に
変
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
兵
庫
津
で
も
従
来
と
異
な
る
高
取
引
が
活
発
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
関
屋
は
客
と
す
る
商
船
の
争
奪
を
始
め
、
商
船
側
も
商
品
を
心
的
く
売
る
よ
う
に
な
り
、
従
っ
て
仲
買
も
こ
れ
を
高

く
売
ら
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
意
味
で
も
物
価
は
上
昇
し
た
。
当
然
代
金
の
未
払
い
な
ど
に
よ
る
紛
議
も
予
想
さ
れ
た
が
、
仲
間

年
寄
・
年
行
司
な
ど
が
い
な
く
な
っ
た
現
在
、
先
の
天
保
八
年
奉
行
所
か
ら
付
与
さ
れ
た
権
利
（
問
問
伸
一
・
仲
良
へ
の
代
金
未
払
い
に

か
ら
む
出
訴
は
、
大
双
山
広
島
米
仲
良
と
向
採
に
、
取
引
日
限
か
ら
の
一

o
a間
は
御
用
川
日
に
限
ら
ず
、
仲
間
年
寄
・
年
行
司
の
耐
火
印
が
あ
れ
ば
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
）
に
つ
い
て
、

兵
庫
の
仲
良
か
ら
弘
化
二
年
八
月
に
、
そ
の
奥
印
者
の
確
認
を
求
め
る
願
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
大
坂
町
奉
行
所
は
町
年
寄
・
名
主
の
奥
印
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
を
指
示
し
、
権
利
は
維
持
さ
れ
た
。

株
仲
間
停
止
令
は
こ
の
よ
う
に
一
方
で
従
来
取
り
扱
え
な
か
っ
た
商
品
を
取
引
さ
せ
、
新
興
商
人
を
生
ん
だ
が
、
他
方
で
は

商
船
の
争
奪
、

ひ
い
て
は
価
格
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
問
屋
仲
間
や
仲
買
仲
間
の
共
同
体
規
制
に
よ
る
共
存
性
を
崩
す
こ
と
に

£
っ
こ
。

ふ
J

J

I

3 

町
人
生
活
と
文
化

ご
み
と
し
尿

近
役
中
期
以
後
も
兵
庫
の
人
口
は
約
二
万
で
推
移
し
て
い
る
。

そ
の
人
口
か
ら
は
き
出
さ
れ
る
ご
み
や
し
尿

の
問
題
を
次
に
み
て
み
よ
う
。

一
般
に
ご
み
処
理
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
空
き
地
で
焼
却
で
き
る
物
は
焼
き
、

き
な
い
物
は
地
中
に
埋
め
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
致
問
同
支
配
下
の
大
坂
の
町
で
は
、
屋
外
の
一
袋
庭
や
道
路
に
、
何
回
も

494 
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穴
を
撚
っ
て
ご
み
を
組
め
た
と
い
う
。
こ
れ
は
手
数
も
か
か
る
の
で
川
や
拐
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
町
米
行
は

し
ば
し
ば
そ
の
取
締
り
を
令
達
し
て
い
る
。

兵
廊
津
で
も
向
様
な
状
態
で
、
貞
一
学
三
年
（
二
ハ
八
六
）
一
一
月
二
十
九
日
の
法
度
に
一
っ
き
烏
の
入
海
へ
は
き
沼
仰
に
依
ら
ず

拾
物
停
止
の
事
、
外
よ
り
持
ち
米
り
候
ハ
、
夜
番
の
も
の
改
む
べ
き
事
」
（
『
兵
庫
附
方
文
諮
』
）
と
あ
り
、
船
淵
ま
り
の
入
海
へ
拾

て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
み
え
、
こ
れ
を
禁
じ
て
い
る
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
一
一
一
）
六
月
兵
路
勤
議
所
で
は
、
津
中
の
汚
れ
が

目
立
つ
と
し
て
町
々
に
、
締
除
は
入
念
に
し
塵
芥
な
ど
を
み
だ
り
に
捨
て
な
い
よ
う
に
命
じ
て
お
り
、
各
町
に
は
鹿
捨
て
場
が

設
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
間
十
二
年
勤
番
与
力
は
、
な
お
人
家
近
く
で
’
睦
芥
を
焼
却
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
肥

料
に
す
る
た
め
麗
芥
を
焼
却
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
耕
地
で
行
い
、
ま
た
鹿
芥
を
捨
て
る
際
は
見
苦
し
く
な
い
よ
う
鹿
捨

て
場
へ
持
ち
込
む
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
時
月
擦
の
街
浜
惣
会
所
で
は
、

の
京
間
関
口
に
、
道
路
に
座
を
捨
て
る
こ

と
を
禁
じ
る
旨
の
、
ま
た
両
方
惣
会
所
も
逆
瀬
川
町
内
の
鹿
捨
場
に
、
拾
場
の
明
示
と
拾
場
で
の
焼
却
を
禁
じ
る
立
札
を
そ
れ

ぞ
れ
立
て
て
い
る
3

近｜止後期の兵隊洋

し
尿
の
場
合
は
、
当
時
で
は
重
要
な
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
、
戸
江
（
原
津
近
辺
の
農
民
が
汲
み
取
り
に
来
て
、
謝
礼
と

し
て
菜
や
大
根
な
ど
を
若
干
置
い
て
い
く
と
い
う
の
が
慣
剖
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
農
民
か
ら
の
謝
礼
は
次
第
に
貨
幣
と
な

り
、
ま
た
各
村
で
も
兵
庫
洋
各
町
の
分
担
を
決
め
て
取
り
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
天
保
頃
か
ら
、
農
村
側
は
こ
の
謝
礼
金
の
減
額
を
計
ろ
う
と
し
、
町
側
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
対
立

第二節

は
、
凶
作
と
な
っ
た
天
保
七
年
（
一
八
一
三
ハ
）
農
村
側
が
、
下
肥
代
の
七
分
減
額
要
請
を
容
認
し
な
か
っ
た
町
側
に
対
し
、
汲
み

取
り
を
停
止
し
た
こ
と
か
ら
一
挙
に
深
ま
っ
た
。
町
側
の
う
ち
農
民
の
少
な
い
北
誤
・
南
浜
で
は
、
他
の

に
汲
み
取
ら
せ
て

日口一1
 

J江ll!i：史編困49ラ



売
却
す
る
方
法
を
た
て
て
対
抗
し
た
が
、
そ
の
費
用
も
次
第
に
増
加
し
、
天
保
八
年
十
二
月
に
は
各
町
年
寄
と
再
浜
名
主
の
連

名
で
、
北
風
荘
右
衛
門
か
ら
銀
二
五
貫
目
を
借
用
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
町
方
の
抵
抗
で
打
撃
を
受
け
た
段
村

側
t土

つ
い
に
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
、
以
後
三
年
に
わ
た
る
争
論
の
す
え
、
よ
う
や
く
間
十
一
年
七
月
和
解
が
成
立
し
た
。

た
と
え
ば
そ
の
内
容
を
東
須
磨
村
・
板
宿
村
の
場
合
で
み
る
と
、
直
接
汲
み
取
る
こ
と
に
な
っ
た
北
浜
の
島
上
町
－

E
町
・
松

屋
町
・
鍛
冶
屋
町
の
四
町
二
三
ハ

O
人
分
の
下
肥
代
銀

二骨同九五

一
一
匁
を
惣
会
所
に
支
払
う
、
た
だ
し
う
ち
瓦
貫
五
八
四
匁

は
以
後
一

0
カ
年
斌
と
し
、
一
一
七
九
匁
一
一
分
一
一
一
屈
を
半
季
ご
と
の
六
月
と
十
一
月
に
納
付
す
る
、
ま
た
両
村
側
は
汲
み
取
り
を

延
滞
し
な
い
よ
う
に
し
、
も
し
町
側
に
故
障
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
荷
数
の
割
合
で
寄
場
の
下
肥
を
渡
す
と
い
う
約
定
で
あ

っ
た
。
兵
庫
津
内
に
は
下
肥
寄
場
の
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

文
芸
の
進
展

豪
商
や
そ
の
家
族
の
中
に
は
、
俳
識
や
和
歌
を
好
む
者
が
多
か
っ
た
。
和
歌
で
は
、
北
印
刷
ム
ハ
右
衛
門
の
ほ
け

ん
女
な
ど
が
、
享
保
八
年
（
一
七
二
一
一
一
）
九
月
住
吉
社
に
、
真
光
寺
院
代
其
阿
上
人
ら
と
と
も
に
和
歌
を
奉
納

し
て
い
る
し
、
ま
た
元
文
J
m和
期
に
は
臆
見
保
具
（
絵
展
）
、
待
井
伴
古
（
正
直
崖
）
な
ど
の
名
、
が
み
え
、
天
保
期
に
は
滞
屋
一
一
一

兄
弟
と
は
や
さ
れ
た
南
俊
利
愛
・
敬
直
・
保
利
ら
が
活
躍
し
た
。

俳
諮
は
向
車
商
を
中
心
と
し
て
品
柏
市
ま
れ
た
。
与
謝
燕
村
は
闘
人
と
し
て
切
和
一
一
一
年
（
一
七
六
六
）
京
都
に
一
家
を
構
え
て
い
た
が
、

兵
庫
に
も
来
て
北
風
荘
お
衛
門
家
に
長
く
逗
摺
し
た
こ
と
も
あ
り
、
当
主
点
幹
は
来
屯
と
い
う
俳
句
万
を
も
っ
て
俳
諮
も
よ
く
し

た
。
喜
多
屋
甚
七
が
小
曽
根
季
般
の
序
文

写真 121

熊村短冊

を
付
し
た
俳
書
『
あ
す
の
ほ
う
く
』
を
安

政
三
年
こ
八
五
六
）
に
出
し
た
が
、
そ
こ
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に
は
師
一
恨
の
時
一
応
熔
可
大
と
と
も
に
、
北
印
刷
彦
六
家
の
彦
三
郎
が
柳
家
、
喜
多
産
犠
助
が
其
隣
、
正
佼
盤
長
治
的
仰
が

し
て
出
句
し
て
い
る
。

間
人
と
な
っ
た
の
は
、

で
あ
る
。
兵
庫
の
医
家
の
益
子
と
な
っ

、
詩
文
を
僧
六
如
に
学
び
、
文
化
四
年

（一入
O
七
）
賠
宅
を
兵
庫
か
ら
摩
耶
山
麓
に
移
し
た
が
、
文
政
凶
年
（

八
二
一
）

一
月
大
坂
の
四
照
庖
で
催
し
た
組
問
肢
に
は
、

大
波
か
ら
一
一
八
人
、
兵
路
・
菟
原
・
山
由
な
ど
か
ら
八
一
人
、
そ
の
他
か
ら
も
六

O
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
交
際
の
広
さ

や
弟
子
の
多
さ
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
詩
文
や
耐
の
弟
子
で
、
磯
之
町
に
住
む
荒
物
農
産
兵
衛
は
、
桃
木
呉
来
と
し
て
俳
諮
も
噌

7
4
、
マ
て
の

に
『
兵
庫
舟
』
が
あ
る
ο

学
問
は
、
神
主
や
僧
侶
な
ど
有
識
者
の
中
か
ら
始
ま
っ

一
遍
上
人
ゆ
か
り
の
真
光
寺
で
、
正
徳
一
冗
年
（
一
七

）
院
代

と
な
っ
た
賞
山
は
、
遊
行
第
四
十
八
祖
賦
慣
の
命
を
受
け
て
、
宗
祖
の
御
影
堂
を
再
建
し
、
一
－

遍
上
人
絵
詞
伝
広
段
抄
』
『
播

州
問
答
集
私
考
』
を
著
し
て
い
る
。

卒
係
十
九
年
に
生
ま
れ
た
常
見
粛
は
、
学
を
好
み
詩
文
を
よ
く
し
、

八
O
歳
で
没
す
る
ま
で
に
、
兵
療
で
多
く
の
門
人
を
持

近故後期の兵旅~It

ち
、
寛
政
六
年
に
は
航
田
下
劣
の
組
先
の
慕
砲
を
供
し
て
い
る
。

儒
学
の
折
袋
派
で
有
名
な
広
瀬
旭
荘
（
一
八
O
七
J
六
一
一
一
）
は
豊
後
日
胞
に
生
ま
れ
、
兄
淡
窓
お
よ
び
筑
前
の
亀
井
昭
陽
・
備
後

の
菅
茶
山
ら
に
学
び
、
帰
っ
て
成
笠
間
間
を
経
営
し
た
。

の
ち
江
戸
・
大
坂
・
北
陸
な
ど
を
巡
遊
し
た
が
、
晩
年
大
坂
に
長
く
と

ど
ま
っ
た
。
兵
庫
に
は
門
弟
知
人
も
多
く
、
よ
く
兵
隊
に
来
て
書
を
講
じ
た
。

の
医
者
真
島
順
道
は
、

よ
く
し
加
荘

第二節

と
も
親
交
が
あ
り
、
旭
荘
が
兵
庫
に
来
る
と
そ
の
家
に
泊
ま
っ
た
。
天
保
十
一
年
九
月
二
十
八
日
京
屋
普
右
衛
門
や
順
道
な
ど

は
、
白
砂
青
松
の
和
田
崎
浜
に
旭
荘
な
招
き
、
絹
を
引
か
せ
て
宴
を
催
し
、
詩
作
に
興
じ
て
い
る
。
ま
た
地
荘
が
兵
庫
で
講
演

近世｝笠!'1:：綴Ill497 



し
、
そ
の
門
人
冷
然
が
摂
明
合
（
も
と
心
学
の
議
所
）
で
漢
学
を
講
じ
た
な
ど
は
、
順
遊
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
、
が
大
き
い
。
順
道

は
嘉
、
氷
六
年
（
一
八
五
一
一
一
）
ム
人
坂
堂
島
に
転
隠
し
、
間
も
な
く
没
し
て
い
る
。

支
た
、
多
く
の
商
山
本
で
は
年
少
の
雇
い
人
に
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
を
明
日
わ
せ
た
で
あ
ろ
う
が
、
町
々
に
も
寺
子
屋
の
類
が
存

在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
そ
の
記
録
は
乏
し
く
、
わ
ず
か
に
近
ぽ
末
期
和
田
崎
町
、
南
逆
瀬
川
町
に
識
の
存
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

興
行
も
の

の
盛
行

明
和
七
年
算
所
村
の
者
が
定
芝
居

軒
を
許
可
さ
れ
て
以
来
、
芝
居
は
庶
民
の
楽
し
み
と
な
っ
た
。
と
い
っ
て

も
附
刊
行
の
康
一
万
は
次
々
と
交
替
し
て
お
り
、
芝
居
合
打
ち
続
け
る
ほ
ど
の
盛
況
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
保
十
年
九
月
中
旬
か
ら
の
芝
府
の
肱
元
は
市
川
米
太
郎
で
、
嵐
一
一
一
律
江
郎
な
ど
の
役
者
を
呼
び
っ
傾
城
繁
夜
話
」
「
間
回
川

後
部
影
」
な
ど
を
演
じ
、

同
じ
役
者
が
「
木
下
際
狭
間
合
戦
」
「
伊
達
娘
恋

同
年
十
一
月
に
は
梯
谷
多
三
郎
を
座
一
元
と
し
て
、

納
庫
子
！
」
を
演
じ
て
い
る
。
刊
中
川
十
一
年
一
九
月
に
は
陸
一
万
は
浅
尾
米
三
郎
、
投
者
は
浅
尾
工
左
衛
門
・
突
川
延
一
一
一
郎
な
ど
で

本
あ
さ
が
ほ
日
記
」
な
通
し

し
て
演
じ
て
い
る
。

後
):E 

安
政
問
年
五
月
に
は
前
狂
言
と
し
て
つ
碁
太
平
記
自
活
断
ヘ

一
一
一
日
と
し
て
つ
太
平
記
忠
医
講
釈
い
、
切
狂
言
と
し
て
「
鬼
一
法
限
三
略
巻
」
な
ど
今
日
で
も
演
じ
ら
れ
る
狂
言
を
、
市
川
助
寿

郎
・
山
脈
三
布
衛
門
ら
九
人
の
役
者
を
呼
ん
で
興
行
し
、
同
年
十
月
に
は
「
加
賀
見
山
旧
錦
絵
」
「
双
蝶
蝶
出
輪
日
記
」
を
市
川
白

猿
・
嵐
璃
覚
ら
八
人
で
上
前
し
て
い
る
。

安
政
六
年
ト
月
中
山
口
日
に
は
「
競
伊
勢
物
語
い
「
芦
屋
道
潟
大
内
鑑
し
を
嵐
厳
獅
・
浅

尾
奥
山
・
嵐
徳
之
永
ら
八
人
が
米
演
し
、
翠
万
延
元
年
（
…
八
六
O
）
に
は
版
元
は
市
川
右
二
丸
で

J
長
表
忠
臣
蔵
L

「
明
浦
兜
軍

記
」
を
山
脈
冠
十
’
出
・
山
脈
璃
光
・
市
川
十
歳
ら
が
演
じ

定
歩
一
間
は
こ
の
後
し
ば
ら
く
捌
か
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
二
九
月
に
は
、
能
福
寺
で
座
元
尾
上
当
久
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松
が
興
行
し
嵐
努
旺
・
山
下
八
重
ら
が
、
同
年
十
二
月
に
は
康
元
大
川
沌
松
が
中
村
王
芝
・
坂
東
花
鳥
ら
を
よ
び
「
般
競
双
葉

翌
文
久
二
年
か
ら
は
ま
た
算
所
村
の
定
芝
居
が
再
開
さ
れ
、

以
後
明
治

311: ill: 

まで山引い帆い

絵
草
紙
」
「
濃
紫
染
手
出
兵
衛
｝
を
開
演
し
て
い
る
。

日程§1:：縦蛮

演
目
の
う
ち
今
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
で
、
作
者
も
役
者
も
一
流
と
は
一
一
一
一
日
え
な
い
が
、
娯
楽
に
乏
し
い
庶
民
に
と
っ

て
は
、
こ
う
し
た
芝
居
が
楽
し
み
と
な
っ

近！止後期の兵庫枠第二節

長
年
大
d
、工
υヤ
h
出
又
丹
、
今

im£

、：
t

t

一J
〉
も
胃
」
9

5
4
i
1
7
2
4ド
l
f
L
カ
時
／
千
ヰ
ペ
j
e
J
j

寛
政
十
二
年
間
四
月
十
五
日
に
は
、
四

芝約小産主（＇ f議障害名所巡覧5司会J)

柳
原
町
戎
社
宮
守
の
平
次
太
夫
が
願
い
出
て
、
美
作
間
吉
野
郡
荒
巻
神
社
神
主
白
岩
織

部
に
よ
る
神
書
講
談
が
湊
町
八
幡
社
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
五
月
十
一
日
兵
路
一
一
一
方

の
惣
会
所
小
使
が
申
し
出
て
許
可
さ
れ
た
軍
書
講
談
は
、
五
月
十
二
日
か
ら
五

0
日
間
、

日
暮
れ
か
ら
四
ツ
時
（
午
後
十
時
）
ま
で
、
塩
屋
町
の
金
光
寺
境
内
を
借
り
、
大
坂
四
ツ

橋
の
山
羽
田
屋
太
右
衛
門
と
い
う
講
談
師
を
招
い
て
太
平
記
を
諮
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
は

聴
衆
が
多
く
、
さ
ら
に
七
月
一
一
一
日
か
ら
間
二
十
八
日
ま
で
延
長
し
た
。
ま
た
焼
失
し
た

七
宮
神
社
の
再
建
の
た
め
講
中
で
は
、
大
坂
で
立
政
六
年
か
ら
社
寺
境
内
に
お
い
て
茶

写真 122

出
な
ど
小
屋
掛
け
の
営
業
が
日
阪
を
切
っ
て
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
開
き
、
寛
政
十

一
年
八
月
向
様
に
七
宮
神
社
境
内
に
も
翠
館
開
い
の
小
屋
を
こ
カ
所
建
て
、

一0
カ
年

を
限
っ
て
平
日
は
茶
店
と
し
、
時
に
小
見
位
物
・
高
人
店
・
軍
書
講
釈
・
揚
弓
小
屋
な

ど
に
利
用
し
、
そ
の
収
益
を
あ
て
た
い
と
い
う
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。

499 



相
撲
は
武
士
に
と
っ
て
も
、
町
人
に
と
っ
て
も
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
明
和
五
年
五
月
、
尼
崎
帯
主
が
巡
見
に
来
た
際
、

二
十
四
日
は
あ
い
に
く
附
天
で
、
名
所
旧
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
満
稿
寺
境
内
で
子
供
相
撲
を
み
せ

て
い
る
。
寛
政
十
二
年
七
月
に
は
、
船
大
工
町
の
一
袋
店
に
住
む
州
相
撲
取
り
の
渡
り
お
五
郎
兵
衛
が
、
切
一
戸
町
の
釘
口
俊
一
新
右
衛
門

の
軒
下
を
借
り
、
新
右
衛
門
を
勧
進
元
と
し
て
相
撲
を
興
行
す
る
許
可
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
元
治
元
年
（
一
八
六
回
）
四
月
に

は
興
行
人
と
し
て
沖
の
島
一
一
一
歳
、
差
添
人
と
し
て
山
荷
風
甚
蔵
、
頭
取
惣
代
と
し
て
千
賀
浦
浜
右
衛
門
と
い
う
相
撲
取
り
ら
が
相

撲
を
興
行
し
、
第
一

日
目
の
収
蔵
を
兵
路
津
番
所
に
報
告
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
一
枚
一

O
O文
の
表
札
を
四

O
O枚

売
っ
て
問

O
質
文
、
桟
敷
札
一
枚
入

O
文
を
同
数
売
っ
て
合
わ
佼
て
七

一
一
ニ
二
文
（
銀
に
し
て
九
一
二
入
匁
六
分
四
鹿
）
の
収
益

で
あ
っ
た
。

ま
た
同
年
十
月
下
旬
、
晴
天
の
一
日
、
能
福
寺
の
境
内
で
稽
古
相
撲
興
一
ね
を
し
た
い
と
い
う
願
い
を
、
興
行
人
肥

後
森
市
蔵
・
差
添
人
若
駒
辰
蔵
・
頭
取
惣
代
山
姿
重
次
郎
ら
が
出
し
て
い
る
。

茶
屋
と
遊
塁

尼
崎
議
時
代
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
茶
屋
や
遊
毘
は
、
幕
府
館
、
に
な
っ
て
か
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
明
和
七
年
駅
所
助
成
の
必
要
も
あ
っ
て
一
五
軒
の
茶
屋
株
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
れ
は
天
保
九
年
に
は
二

五
軒
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
茶
屋
は
遊
興
的
な
料
理
茶
患
で
、
天
保
十
一
一
一
年
株
仲
間
が
廃
止
さ
れ
た
と
き
は
、
金
一
一
一

O
両
の

冥
加
銀
上
納
も
免
除
さ
れ
た
。

も
と
入
江
で
あ
っ
た
佐
比
江
の
堤
立
地
、
依
比
江
新
地
に
は
遊
恩
が
生
ま
れ
た
。
佐
比
江
は
津
中
へ
の
東
入
口
に
あ
た
り
、

寛
政
十
年
刊
の
『
摂
津
名
所
同
会
』
に
は
、

紅
お
し
ろ
い
の
花
の
顔

日
々
に
新
し
」
と
あ

佐
比
江
と
い
え
ど

「兵
F

郎
嶺

り
、
遊
里
と
し
て
繁
盛
し
て
い
た
こ
と
な
示
し
て
い
る
。

こ
の
遊
里
は
の
ち
に
御
原
町
に
移
さ
れ
て
以
後
明
治
維
新
ま
で
続
い
た
。

ま
た
文
化
年
間
磯
之
町
に
も
娼
家
が
あ
り
、
そ
の
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他
に
も
遊
所
が
あ
っ
た
と
い
う
。

安
政
六
年
、
船
着
場
で
あ
り
開
国
街
道
の
宿
駅
で
も
あ
る
と
の
理
出
で
、

小
広
町
・
神
明
町
・
逆
瀬
川
町
・
東
榔
原
町
・
西
柳
原
町
の
旅
能
麗
に
飯

世
間
肌
女
を
置
く
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
時
、
部
城
町
と
区
別
す
る
た
め
に
、
旅

能
畳
一
軒
に
飯
盛
女
は
二
人
ず
っ
と
定
め
、
も
し
旅
本
が
多
く
て
不
足
す

る
時
は
旅
龍
屋
ど
う
し
の
融
通
は
認
め
る
が
、
服
装
の
華
美
を
禁
じ
、
傾

城
町
同
様
の
取
り
計
ら
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
以
後

毎
年
十
一
月
、
旅
箆
屋
の
家
族
や
一
ト
女
・
鋭
機
女
の
数
を
家
加
に
改
め
、

町
年
寄
の
連
判
し
た
旅
寵
屋
判
形
制
収
を
名
主
に
提
出
さ
せ
、
五
カ
町
以
外

の
旅
箱
屋
で
類
似
の
商
売
を
す
る
こ
と
は
禁
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
時
提
出
さ

れ
た
特
形
帳
で
は
、
飯
盛
女
の
数
は
競
定
ど
お
り
で
あ
る
が
、
下
女
の
数

ill:出：
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に
働
い
て
い
た
人
数
は
規
定
よ
り
多
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
叶
一
川

近没後期の兵庫津

が
多
く
、
同
賠
人
と
記
載
さ
れ
た
女
性
も
あ
る
の
で
、

一
閃
さ
れ
た
旅
龍
震
は
、
小
広
町
…
二
軒
・
神
明
町
一

O
軒
・
逆
瀬
川
町
二
ニ
軒
・
東
榔
原
町
一
一
一
軒
・
四
柳
原
町
二
一
一
一
軒
の
計

じ

O
軒
で
あ
っ
た
が
、
幕
米
も
追
っ
た
元
治
元
年
に
は
四
五
軒
に
減
少
し
て
い
る
。
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